






慢性腎疾患の進展機序の理論に沿った多剤併用療法が広く施行されているがその際、患者

にとって不要な薬剤の投与を行う可能性がある。今回、減量,中止をした薬剤を再投与した

ところ再度尿所見の改善がみられたことから、どの薬剤が最も効果的であったかを発見で

きたという経験をしたので報告した。 


